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あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
エ
ビ

デ
ン
ス
を
も
と
に
、
ス
キ
ン

ケ
ア
か
ら
ヘ
ア
ケ
ア
ま
で
幅

広
く
使
用
で
き
る
機
能
性
原

料
と
し
て
提
案
を
強
化
し
て

い
る
。

　

ガ
ラ
ク
ト
シ
ル
グ
リ
セ
ロ

ー
ル
は
、
葉
緑
体
の
チ
ラ
コ

イ
ド
の
膜
を
構
成
す
る
ガ
ラ

ク
ト
脂
質
か
ら
脂
肪
酸
だ
け

を
取
り
除
い
た
構
造
を
し
て

お
り
、
細
胞
に
親
和
性
の
高

い
水
溶
性
膜
成
分
で
あ
る
。

分
子
量
２
５
４
の
低
分
子
の

た
め
、
毛
髪
表
面
や
細
胞
表

面
の
吸
着
性
が
高
く
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
効
果
や

細
胞
保
護
効
果
を
も
た
ら

す
。「
カ
ッ
プ
グ
リ
コ
シ
ド

β
25
」
は
、
そ
の
ガ
ラ
ク
ト

シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
を
約
25

％
含
み
、
食
品
用
グ
リ
セ
リ

ン
と
食
品
用
ラ
ク
ト
ー
ス
か

ら
酵
素
反
応
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、
熱
や
酸
に
も
安
定
な
素

材
で
あ
る
。

　

ヒ
ト
表
皮
細
胞
を
使
用
し

た
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｄ
ｅ

ａ
ｄ
法
に
よ
る
試
験
に
お
い

て
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
与
え

た
時
、
細
胞
の
増
殖
率
は
40

％
程
度
ま
で
低
下
す
る
が
、

ガ
ラ
ク
ト
シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー

ル
を
加
え
る
と
、
酸
化
ス
ト

レ
ス
下
で
も
増
殖
が
活
性
化

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ヒ
ト
肝
が
ん
細
胞

を
使
用
し
た
Ｍ
Ｔ
Ｔ
ア
ッ
セ

イ
に
お
い
て
、
ガ
ラ
ク
ト
シ

ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
に
エ
タ
ノ

ー
ル
に
対
す
る
細
胞
保
護
効

果
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
効
果

は
抗
酸
化
剤
で
あ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
と
匹
敵
し
て
い
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
カ
ッ

プ
グ
リ
コ
シ
ド
β
25
は
、
ス

キ
ン
ケ
ア
素
材
と
し
て
酸
化

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
細
胞
保

護
効
果
と
エ
タ
ノ
ー
ル
に
対

す
る
細
胞
保
護
効
果
が
期
待

で
き
る
と
い
う
。

　

ヘ
ア
ケ
ア
素
材
と
し
て

は
、
髪
に
ハ
リ
・
コ
シ
を
与

え
、
シ
リ
コ
ー
ン
に
劣
ら
な

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
効

果
が
認
め
ら
れ
た
。
毛
髪
を

な
め
ら
か
に
し
、
指
通
り
が

良
く
な
る
こ
と
も
確
認
し
て

い
る
。

　

同
社
は
今
春
よ
り
提
案
を

開
始
し
て
お
り
、
岩
ヶ
瀬
準

社
長
は
「
美
容
成
分
と
し
て

期
待
で
き
る
効
果
」に
加
え
、

「
素
材
と
し
て
の
高
い
安
全

性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と

話
す
。

　

ま
た
、
同
時
期
よ
り
取
扱

い
を
開
始
し
た
「
出
雲
ア
ロ

エ
ベ
ラ
液
汁
」
は
、
農
学
博

士
で
あ
る
レ
ド
ラ
イ
フ
代
表

の
竹
中
史
人
氏
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
化
粧
品
原
料
で
、

化
粧
水
な
ど
に
使
用
す
る
精

製
水
の
代
替
え
に
使
用
で
き

る
原
料
と
し
て
引
き
合
い
が

増
え
て
い
る
。

　

使
用
す
る
ア
ロ
エ
ベ
ラ

は
、
島
根
県
出
雲
市
の
ア
ロ

エ
ベ
ラ
農
家
「
あ
ろ
え
ん
」

代
表
の
杉
谷
泰
春
氏
に
よ
っ

て
無
農
薬
栽
培
さ
れ
た
も
の

で
、
肉
厚
で
透
明
感
と
ネ
バ

リ
が
あ
る
の
が
特
徴
だ
。
特

殊
製
法
に
よ
っ
て
、
滓
（
オ

リ
）
を
出
に
く
く
し
、
無
色

に
近
い
ア
ロ
エ
ベ
ラ
液
汁
に

仕
上
げ
た
。
使
用
感
に
関
し

て
は
、
10
％
グ
リ
セ
リ
ン
溶

液
と
比
べ
、
同
等
の
保
湿
力

を
も
ち
な
が
ら
、
べ
た
つ
き

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。

　

矢
野
経
済
研
究
所
は
、

２
０
１
７
年
６
月
～
８
月

に
か
け
て
、
自
然
派
・
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
粧
品
メ
ー

カ
ー
、小
売
店
、

関
連
団
体
等
を

対
象
に
、
国
内

の
自
然
派
・
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

粧
品
市
場
の
調

査
を
実
施
し
た
。

　

２
０
１
６
年

度
の
自
然
派･

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

化
粧
品
市
場
規

模
は
、
ブ
ラ
ン

ド
メ
ー
カ
ー
出

荷
金
額
ベ
ー
ス
で
、
前
年

度
比
５
・
３
％
増
の
１
２

３
７
億
円
と
な
っ
た
。
一

般
化
粧
品
で
は
当
然
の
よ

う
に
有
し
て
い
る
機
能
性

を
、
参
入
メ
ー
カ
ー
各
社

が
自
然
派
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
化
粧
品
に
も
付
加
す
る

こ
と
で
訴
求
力
が

増
し
、
こ
れ
ま
で

自
然
派
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
化
粧
品
に

関
心
の
な
か
っ
た

新
た
な
顧
客
を
取

り
込
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
市
場
は
拡

大
基
調
で
推
移
し

た
。

　

ト
ー
タ
ル
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
提

案
を
強
化
す
る
自

然
派
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド
、

参
入
メ
ー
カ
ー
が
増
加
し

競
合
が
激
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
自
然
派
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
の
独
自
性
や
優

位
性
を
打
ち
出
す
こ
と
を

よ
り
重
視
す
る
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

今
後
は
、
製
品
自
体
は

技
術
革
新
を

前
提
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が

進
む
一
方
、

ブ
ラ
ン
ド
ス

ト
ー
リ
ー
や

明
確
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
軸

に
、
食
品
領

域
や
生
活
雑

貨
領
域
な
ど

も
含
め
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ

ル
そ
の
も
の

を
ト
ー
タ
ル

に
提
案
し
て

い
く
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
増

え
て
い
く
と
予
測
し
て
い

る
。

　

２
０
１
７
年
度
の
自
然

派
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
粧

　

資
生
堂
は
、
光

を
用
い
た
最
新
の

画
像
化
技
術
を
独
自
に
応
用

し
、
肌
を
傷
つ
け
る
こ
と
な

く
、
肉
眼
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
肌
内
部
の
微
細
な

毛
細
血
管
の
可
視
化
に
成
功

し
た
。
さ
ら
に
、
長
期
の
紫

外
線
ダ
メ
ー
ジ
で
発
生
す
る

シ
ミ
（
日
光
性
色
素
斑
）
で

は
、
真
皮
上
層
に
異
常
に
発

達
し
た
毛
細
血
管
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
存
在
す
る
こ
と

を
、
今
回
開
発
し
た
可
視
化

技
術
を
用
い
て
発
見
し
た
。

　

皮
膚
の
血
管
は
、
皮
下
組

織
か
ら
真
皮
上
層
へ
と
続
く

複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造

を
し
て
い
る
が
、
従
来
の
方

法
で
は
、
皮
膚
全
体
の
血
流

量
の
評
価
は
で
き
る
も
の
の

血
管
構
造
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
近
赤
外
光
を
使
っ
て
肌

内
部
構
造
を
可
視
化
で
き
る

光
干
渉
断
層
撮
影
技
術
（
Ｏ

Ｃ
Ｔ
＝
Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｃ
ｏ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｔ

ｏ
ｍ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
）
を

応
用
し
、
肌
内
部
の
血
管
構

造
を
深
さ
別
に
高
解
像
度
で

画
像
化
で
き
る
技
術
の
開
発

を
進
め
て
き
た
。

　

Ｏ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
顔
の
肌

内
部
を
画
像
化
す
る
と
、
真

皮
の
構
造
が
観
察
さ
れ
、
高

速
で
同
じ
部
位
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
画

像
を
複
数
枚
取
得
し
詳
細
に

解
析
す
る
と
、
Ｏ
Ｃ
Ｔ
画
像

の
中
で
血
流
の
動
き
に
合
わ

せ
光
強
度
の
揺
ら
ぐ
箇
所
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

今
回
、
独
自
に
開
発
し
た

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使
い
、
こ

の
光
の
揺
ら
ぎ
の
あ
る
箇
所

を
特
異
的
に
抽
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
肌
の
中
の
毛
細
血

管
構
造
を
可
視
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

　

シ
ミ
（
日
光
性
色
素
斑
）

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
同
技
術
を

用
い
て
評
価
し
た
結
果
、
シ

ミ
の
あ
る
部
位
は
シ
ミ
の
な

い
部
位
と
比
較
し
、
毛
細
血

管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
異
常

に
発
達
し
て
い
る
こ
と
を
見

出
し
た
。

胞
の
作
用
が
シ
ミ
・
色
ム
ラ

な
ど
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ

る
こ
と
」を
明
ら
か
に
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
ト
ル
メ
ン
チ

ラ
エ
キ
ス
」「
イ
チ
ヤ
ク
ソ

ウ
エ
キ
ス
」
に
シ
ミ
形
成
に

関
連
す
る
異
常
な
血
管
の
作

用
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
こ

と
を
見
出
し
た
。

　

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
、
シ

ミ
部
位
の
皮
膚
で
は
、
種
々

の
特
異
的
な
エ
ラ
ー
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る

技
術
・
成
分
を
開
発
し
て
き

た
が
、
今
ま
で
着
目
し
て
こ

な
か
っ
た
肌
深
部
に
ま
だ
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
原
因

が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
シ
ミ
研
究
の
権

　

化
粧
品
・

医
薬
部
外
品

原
料
の
開

発
・
販
売
を

行
う
Ｊ
Ｔ
Ｓ

は
、
ガ
ラ
ク

ト
シ
ル
グ
リ

セ
ロ
ー
ル
を

含
有
す
る

「
カ
ッ
プ
グ

リ
コ
シ
ド
β

25
」（
日
新

製
糖
）
に
備

わ
る
効
果
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や

シ
リ
コ
ー
ン
と
同
等
以
上
で

品
市
場
は
、
前
年
度
比

４
・
９
％
増
の
１
２
９
８

億
円
、
２
０
１
８
年
度
は

４
・
２
％
増
の
１
３
５
３

億
円
と
、
今
後
も
拡
大
基

調
を
予
測
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

粧
品
ブ
ラ
ン
ド
の
販

路
拡
大
や
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
含

む
取
扱
店
舗
の
増
加

な
ど
に
よ
る
顧
客
接

点
の
増
加
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
誌
な
ど
媒
体

へ
の
露
出
増
に
よ
る

製
品
認
知
の
広
が
り

な
ど
に
よ
り
、
既
存

客
だ
け
で
な
く
新
規

客
の
取
り
込
み
が
進

む
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
機
能
性
研

究
会
（
事
務
局
＝
東
京
、
矢

澤
一
良
会
長
）は
９
月
14
日
、

都
内
で
第
３
回
の
学
術
大
会

を
開
催
し
、
前
回
を
上
回
る

１
４
２
名
が
全
７
講
演
を
傾

聴
す
る
な
ど
、
共
通
し
た
美

容
健
康
素
材
を
信
奉
す
る
同

志
が
知
見
を
高
め
る
と
と
も

に
結
束
を
深
め
合
っ
た
。

　

根
幹
の
主
役
は
同
じ
で
も

趣
旨
を
違
え
て
多
彩
に
揃
っ

た
全
講
演
の
う
ち
、
立
ち
位

置
が
化
粧
品
に
最
も
近
か
っ

た
講
師
は
、
キ
ユ
ー
ピ
ー 

研
究
開
発
本
部 

技
術
研
究

所 

プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
木
村
守
氏
で
、「
経

口
摂
取
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
消

化
管
内
動
態
と
吸
収
評
価
」

と
題
し
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　

開
講
に
際
し
、
座
長
を
務

め
た
菅
野
道
廣
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
機
能
性
研
究
会
監
事
は
、

本
講
演
を
評
し
て
「
大
変
大

き
な
分
子
の
化
合
物
が
、
果

た
し
て
私
た
ち
が
食
べ
た
場

合
に
身
体
の
中
に
本
当
に
入

る
の
か
ど
う
か
。
大
き
な
課

題
だ
っ
た
が
、
今
回
は
か
な

り
明
確
に
な
っ
た
。
本
講
演

は
非
常
に
興
味
深
い
」
と
述

べ
、
進
行
役
ら
し
く
講
師
を

持
ち
上
げ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
木
村
講
師

が
「
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
軽
妙
に
応
じ
る

と
、
学
術
講
演
を
前
に
会
場

が
沸
い
た
。

　

木
村
氏
は
冒
頭
、
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
が
実
用
の
前
線
で
担

っ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て

「
医
薬
品
や
化
粧
品
に
幅
広

く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
点
眼

剤
や
膝
関
節
痛
の
予
防
の
ほ

か
、
化
粧
品
で
は
肌
の
保
湿

が
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
木
村
講
師
は
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
の
有
用
性
が
わ
か

る
事
例
と
し
て
話
題
の
機
能

性
表
示
食
品
に
見
る
実
態
を

引
用
し
、「
昨
日
数
え
た
と

こ
ろ
、
全
約
１
０
０
０
件
の

登
録
が
あ
る
う
ち
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
を
成
分
と
し
て
い
る
も

の
が
60
以
上
あ
っ
た
」
と
誇

ら
し
げ
に
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
核
論
へ
進
む
と

木
村
氏
は「
ヒ
ト
試
験
で
は
、

１
回
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
１

２
０
㎎
か
ら
２
８
０
㎎
の
摂

取
で
、
乾
燥
肌
の
皮
膚
水
分

改
善
効
果
と
、
肌
質
の
改
善

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

複
数
の
論
文
が
報
告
し
て
い

る
」
と
し
、
市
場
に
流
通
し

て
い
る
各
末
端
製
品
の
有
用

性
を
定
義
し
た
。

　

一
方
で
、中
村
講
師
は「
分

子
量
の
大
き
い
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
が
、
本
当
に
食
べ
て
効
果

を
示
す
の
か
疑
問
を
持
っ
て

い
る
人
が
多
い
の
は
事
実
」

と
会
場
の
機
先
を
制
し
、
そ

の
う
え
で
「
新
し
い
切
り
口

の
評
価
が
進
ん
で
い
る
。
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
は
分
解
し
て
吸

収
さ
れ
、
各
組
織
に
移
行
し

て
働
く
」
と
述
べ
、
会
の
趣

旨
に
相
応
し
い
落
と
し
ど
こ

ろ
で
講
演
を
締
め
た
。

自然派・オーガニック化粧品市場規模推移・予測

2016年度
オーガニック化粧品市場
5.3％増の1237億円と予測

シミ内部の毛細血管ネットワーク
表皮直下 真皮上層

　

今
回
発
見
し
た
シ
ミ
部
位

の
異
常
な
毛
細
血
管
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
シ
ミ
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
社
で

は
研
究
成
果
を
も
と
に
ス
キ

ン
ケ
ア
の
価
値
創
出
に
向
け

た
新
た
な
研
究
を
進
め
て
い

く
。

　

資
生
堂
で
は
、
シ
ミ
部
位

に
特
異
的
に
起
こ
っ
て
い
る

肌
エ
ラ
ー
に
着
目
し
た
皮
膚

解
析
を
行
い
、
シ
ミ
形
成
の

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
解
明
に
取

り
組
む
中
、
こ
の
ほ
ど
、
新

た
に
シ
ミ
と
血
管
の
関
係
に

着
目
し
、韓
国
Ａ
ｊ
ｏ
ｕ（
ア

ジ
ュ
）
大
学
皮
膚
科
Ｋ
ａ
ｎ

ｇ
（
カ
ン
）
教
授
と
の
共
同

研
究
に
よ
り
「
血
管
内
皮
細

資生堂
異
常
な
毛
細
血
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

シ
ミ
形
成
関
与
を
発
見

と
」「
刺
激
を
受
け
た
血
管

（
血
管
内
皮
細
胞
）
か
ら
は

メ
ラ
ニ
ン
生
成
を
促
進
す
る

因
子
が
放
出
さ
れ
る
た
め
、

メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
に
お
け
る
メ

ラ
ニ
ン
生
成
量
が
増
大
す
る

こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

シ
ミ
部
位
で
は
血
管
内
皮

増
殖
因
子
（
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
―

シ
ミ
の
奥
に
潜
む

異
常
な
毛
細
血
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
見

肌
を
切
ら
ず
に
毛
細
血
管
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
成
功

資生堂

Ｊ
Ｔ
Ｓ
ガラクトシルグリセロール
含有素材の提案を強化

Ａ
）
が
多
く
産
生
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
て
、
表
皮

角
化
細
胞
が
生
成
す
る
血
管

内
皮
増
殖
因
子
（
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ

―
Ａ
）
量
を
減
ら
す
効
果
を

指
標
と
し
て
探
索
し
バ
ラ
科

威
で
あ
る
カ
ン
教
授

と
の
共
同
研
究
で
徹

底
的
に
解
析
し
た
結

果
、「
シ
ミ
部
位
（
日

光
性
色
素
斑
）
の
色

素
沈
着
部
位
で
は
、

血
管
内
皮
増
殖
因
子

（
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
―
Ａ
）

が
多
く
、
毛
細
血
管

の
数
や
面
積
が
増
加

し
て
お
り
、
シ
ミ
部

位
と
一
致
す
る
部
位
で
血

流
が
増
加
し
て
い
る
こ

岩ヶ瀬社長

学
術
大
会
で
全
７
講
演
を
実
施

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
機
能
性
研
究
会

の
多
年
草
ト
ル
メ
ン
チ
ラ
の

根
か
ら
抽
出
し
た
「
ト
ル
メ

ン
チ
ラ
エ
キ
ス
」
を
、
紫
外

線
の
刺
激
を
受
け
た
血
管
内

皮
細
胞
が
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
の

メ
ラ
ニ
ン
生
成
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
に
着
目
し
て
、
そ
の

抑
制
効
果
を
指
標
と
し
て
探

索
し
「
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
エ
キ

ス
」
を
見
出
し
た
。

　

新
知
見
は
、
シ
ミ
発
生
の

原
因
解
明
に
新
し
い
視
点
を

提
供
す
る
も
の
で
、
シ
ミ
に

悩
む
生
活
者
へ
の
画
期
的
な

シ
ミ
改
善
技
術
の
提
供
に
つ

な
が
る
よ
う
、
さ
ら
に
進
化

し
た
美
白
ス
キ
ン
ケ
ア
化
粧

品
の
開
発
を
進
め
て
い
く
。

矢野経済研究所


